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＝地区懇話会の開催＝ 

９月２６日の新潟会場をかわきりに１０月１日の長岡、

１０月１１日の上越と３会場の懇話会を無事に終了しま

した。 

 懇話会終了後は昨年と同様に「赤十字ハートフル講座」

を日赤県支部と共同で開催いたしました。（230 人参加） 

 懇話会は、昨年より７人少ない４６人（会員 410）で

した。ハートフル講座の賑わいと比べると少し寂しい感

じがします。 

会員の皆様からご意見を頂戴できる年１回の貴重な会議です               

ので、是非大勢の会員の皆様がご参加くださるようお願いいたし

ます。（事務局） 

赤十字 ハートフル講座 

 

 日本の国の食の流れと題して、ふうどスタイリストの 

小島 富美子先生をお迎えし、縄文時代から現在までの、

12000 年前から今日まで、日本人の「食」に対する考え

方や採り方（食生活）について文化的考察を加えて、90

分という超スピードでトリップしました。 

 その時代時代における人々の工夫（食材、調理方法、

器など）は、異文化とのふれあいの中で取り入れたり壊

したりを繰り返し、日本の食文化はそうした変遷の中で

受け継がれて現在に至っている。関わってきた有名、無

名の日本人のバイタリティーとエネルギーを感じ、元気

になるお話しでした。 

 

 小島先生は、ふうどスタイリストのほかに、永年日本舞踊も

嗜まれ、その公演会でも活躍。芸能使節として海外公演もこな

しています。 

最近は、テレビ、クッキング教室などでも活躍中です 

 

 

参加者の独り言 

・「日本人も すてたもんじゃねぇ～な」って感じ 

だそうです。 



 

        

 今年も～あなたのやさしさを～「NHK 海外たすけあい」（第 20 回） 

★回を重ねて第２０回目となります。昨年は米国同時多発テロ 

に始まりアフガニスタン武力紛争緊急救援が重りました。 

  今回は◎国際救援◎開発協力の二本立ての計画となってい 

ます。 

 【事業計画】 

 ●国際救援・・・医療復興を軸としたアフガニスタン支援                                                 

         静かなる緊急事態 深刻な干ばつからくる「南部ア   

フリカ」地域支援（食料・医療支援など） 

 ●開発協力・・・防災事業、公衆衛生事業（飲料水供給）、保健活動・              

公衆衛生教育、血液事業協力、エイズなどの感染症

対策 

 【おねがい】 

  今年も、会員の皆様のやさしさを赤十字にお届けください。 

  ☆救援金の受け付けは、県内の郵便局、銀行、ＪＡ、県漁連の各金融機関の協力を得て受付

窓口を設置します。ご協力いただける方は、同封振込用紙か県内各金融機関備え付けの「た

すけあい専用用紙」でお振り込みくださるようお願いいたします。 

視察研修旅行 

    行って来ました!!  ～萩・津和野の旅～ 

会員の親睦と新規会員の勧誘を目的として、１４年度有功会視察研修旅行が１１月１８日～ 

２０日、２泊３日の日程で、２３人参加で実施されました。 

まちじゅう博物館(?!)の萩市内歴史探訪は、武家屋敷

（木戸孝允旧宅）、松蔭神社（松下村塾）を初日と二

日目に、萩を後にして、午後から山陰の小京都 

「津和野」では、森 鴎外旧宅見学、殿町割り堀の鯉 

（最初は貴重なタンパク源として飼っていたそうだ。 

人口よりも鯉の数の方が多い。－観光客のエサやりで

可哀想なくらい太っている鯉－）を眺めてから「つわ

ぶきの里」を散策。                        

萩の豪商 菊屋家住宅にて 

進路を山口にとり、山口ｻﾋﾞｴﾙ記念聖堂で荘厳なパイプ                

オルガンの音に祈りを捧げ（？）平和祈念の鐘を鳴らしま

した。国宝「瑠璃光寺」は五重塔の美しさに感激!!  

三日目は、数十万年の時を経た秋吉台 100m 地下の、不思議

な大自然の偉業、秋芳洞を見学して中国自動車道、九州自

当時のまま＝津和野町役場にて   動車道と乗り継いで一路福岡へ。 



大変美しい瑠璃光寺               秋 吉 台 

「太宰府天満宮」参拝は、時間の関係でなが～い参道を通らずに裏口から入って参拝。でも、

祈る気持ちに変わりなし。悠久の歴史ある地を訪ね、参加者一同満足できた視察研修旅行でした。 

 ガイドさんによれば、新潟のいい人全部が来たため、全日程天候に恵まれ、事故もなく全員無

事新潟に帰ってきました。 

  

海外ニュース 

☆ミャンマー赤十字社の挑戦 

              いざという時に災害現場に急行し、何千人という被災者を救

う救援活動は、華々しく注目を集める。計画、制度、人材、

財政、プログラム管理能力の育成・強化と云った地道な活動

がそれを可能にする。長期的視野に立った財政基盤強化              

こそが重要と、ミャンマー赤十字社はこの水害から学んだ。

日本赤十字社でも基盤整備に積極的支援を展開している。 

 

 

 

   有功会の「赤十字事業推進支援」－社資の安定確保－と云うことで、会員並びにご斡旋いた 

だきました皆様からご協力いただきました。本当に有り難うございました。 

  田中弘子 様  関  剛 様  松尾俊秀 様  栗山ヒデ 様  平石千恵子 様  

 細山 愃 様  後藤義光 様  ㈱高 助 様  小島健一 様  野本郁太郎 様 

 星野栄次郎 様 三上英夫 様  松尾吉信 様  鈴木賢彦 様  北里雅俊 様 

 高橋澄子 様  中野 純 様  徳永章司 様  三浦 敬 様  横瀬三代子 様 

 栗原伝睿 様  横瀬和夫 様  高岡千枝野 様 志賀正司 様  山崎正義 様 

 澤井孝之 様  片桐和一 様  山口春治 様  遠藤栄門 様  三間清二 様 

 加島長作 様  飯田キミ子 様 西澤由雄 様  木村芳江 様  北川信雄 様 

 北川恵美子 様 鈴木貞吉 様  山崎信彦 様  等々力好泰 様 小澤真太郎 様 

 渡辺寶哲 様  外川尚弘 様  近藤一重 様  ㈱カンコー 様 ㈱小林機料 様 

新潟トヨタ自動車㈱ 様  トヨタビスタ越後㈱ 様 ㈱スガイ 様 ㈱山津水産 様 

山本 博 様 

 


